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令
和
３
年
度
の
大
桑
村
一
般
会
計
並

び
に
各
特
別
会
計
予
算
の
審
議
を
お
願

い
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
所
信
の
一
端

を
申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

　

昨
年
１
月
、
日
本
に
お
い
て
も
感
染

が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
１
年
以
上
経
過
し
て
も
依
然
と
し

て
全
世
界
で
そ
の
猛
威
を
ふ
る
い
続
け

て
お
り
、
住
民
生
活
や
経
済
活
動
な
ど

す
べ
て
の
面
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
状
況
を
取
り
戻
す
見
通
し
を
立
て
る

に
は
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
、
国
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
村
民
を
対
象

と
し
た
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
取
り
な

が
ら
早
期
の
接
種
開
始
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
多
大
な
影
響

を
受
け
て
お
り
、
緩
や
か
な
回
復
が
続

く
と
さ
れ
た
見
通
し
も
見
直
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
政
府
は

令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画
で
、

地
方
税
の
減
収
を
見
込
む
中
、

地
方
財
政
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
の
前
年
度
比
０
・
９
％
増
、

金
額
に
し
て
１
３
９
６
億
円
に
加
え
て

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
４
年
ぶ
り

に
増
加
し
、
総
額
１
０
６
・
６
兆
円
の

一
般
会
計
予
算
案
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
自
動
車

関
連
企
業
は
持
ち
直
し
も
み
ら
れ
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
地
場
産
業
や
飲
食

業
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
業

種
も
あ
り
、
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、
過
疎
化
の
進
行
と
あ
い
ま
っ

て
依
然
と
し
て
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

村
の
財
政
状
況
は
、
令
和
元
年
度
の

決
算
で
は
財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標

で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
こ
こ
数

年
の
大
型
事
業
の
実
施
に
よ
り
10
・

６
％
、
前
年
度
比
０
・
７
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
本
村
の
村
づ
く
り

の
基
本
方
向
を
示
す
「
第
５
次
大
桑
村

総
合
計
画
」
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く

事
業
展
開
を
図
り
、
加
え
て
地
方
創
生

大
桑
村
総
合
戦
略
を
継
続
し
行
財
政
改

革
の
実
行
を
基
本
方
針
と
し
て
課
題
解

決
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
し
て
は
一
刻
も
早
い
終
息

を
図
る
た
め
、
国
が
進
め
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
迅
速
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
村
内
経
済
の
活
性
化
、
村
民

お
よ
び
村
内
企
業
の
支
援
の
た
め
、
村

と
商
工
会
が
連
携
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

　

近
年
、
特
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
の
安
全
確
保
を
重
視

し
た
環
境
づ
く
り
、
深
刻
化
す
る
少
子

高
齢
化
に
対
応
し
た
健
康
長
寿
と
予
防

を
重
視
し
た
健
康
づ
く
り
、
村
全
体
で

子
育
て
を
応
援
す
る
体
制
の
充
実
・
強

化
、
若
者
の
定
住
促
進
、
将
来
を
見
据

え
て
利
便
性
あ
る
快
適
な
生
活
基
盤
整

備
な
ど
を
推
進
し
活
力
あ
る
村
づ
く
り

と
、
住
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
村
づ
く
り
を
重
点
に
質
の
向

上
を
図
り
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
総
額
が
49
億
６
５
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
対

比
で
８
億
２
０
０
０
万
円
の
増
額
、
率

に
し
て
19
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

経
済
動
向
に
左
右
さ
れ
る
要
素
が
大

き
い
村
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
景
気
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
村

民
税
は
村
内
企
業
の
動
向
と
令
和
２

年
度
の
実
績
を
考
慮
し
減
収
を
見
込

み
ま
し
た
。
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ

税
・
入
湯
税
は
若
干
の
増
収
と
な
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
は
減
収
と
な

り
、
村
税
総
額
で
は
前
年
度
に
比
べ

１
５
２
１
万
１
千
円
の
減
収
を
見
込
み
、

５
億
６
７
９
７
万
５
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付

税
は
令
和
２
年
度
の
歳
入
実
績
を

考
慮
し
、
14
億
８
３
１
３
万
１
千

円
、
前
年
度
比
３
・
１
％
の
減
額
と

所
信
表
明

所
信
表
明
表

所
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度
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等
で
育
児
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た

場
合
の
子
育
て
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
保

育
施
設
の
充
実
を
図
り
、
３
歳
児
以
上

の
保
育
料
無
償
化
と
合
わ
せ
、
新
た
に

未
満
児
の
保
育
料
を
無
償
化
し
、
給
食

費
の
無
料
化
と
併
せ
、
さ
ら
な
る
負
担

軽
減
を
図
り
、
保
護
者
の
就
労
機
会
の

増
加
に
伴
う
未
満
児
保
育
に
対
応
し
ま

す
。
引
き
続
き
、
出
産
時
と
小
・
中
学

校
の
入
学
時
に
支
給
す
る
、
す
こ
や
か

子
育
て
応
援
祝
金
は
実
施
し
、
子
育
て

世
代
の
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
み
、
中
学

生
に
は
今
後
の
人
生
を
歩
む
う
え
で
礎

な
り
ま
す
が
、
臨
時
財
政
対
策
債

１
億
１
６
６
０
万
円
と
合
わ
せ
た
総

額
は
15
億
９
９
７
３
万
１
千
円
で
、

５
９
０
万
８
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
国
庫
補
助
金
は
、
土
木
費
で
道

路
防
災
事
業
の
継
続
、
農
林
水
産
業

費
で
林
道
橋
梁
改
修
事
業
に
着
手
し

ま
す
が
、
大
桑
橋
架
設
事
業
の
終
了

に
よ
り
、
前
年
度
比
65
・
０
％
減
の

１
億
７
４
９
６
万
７
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
村
債
は
、
新
庁
舎
建
設
と
関
連

事
業
お
よ
び
林
道
橋
梁
改
修
な
ど
過
疎

対
策
事
業
債
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
、
防
災
対
策
事
業
債
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
合
し
た
起
債
を
充
て
、

臨
時
財
政
対
策
債
と
合
わ
せ
前
年
度
比

90
・
８
％
増
の
14
億
９
３
５
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

健
や
か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る

健
や
か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る

 

や
さ
し
い
村
づ
く
り

や
さ
し
い
村
づ
く
り

　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
が
進
む
中
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
ま
で
の
妊
婦
健

康
診
査
に
助
成
し
出
産
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
乳
児
健
康
診
査
に
つ

い
て
も
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
望
み
な

が
ら
子
ど
も
が
授
か
ら
な
い
人
た
ち
へ

の
不
妊
・
不
育
治
療
費
補
助
は
村
単

独
で
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
か
ら
出
産
後
１
年
ま
で
の
妊
産
婦

に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
無
料
化
を

継
続
し
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
出
産
後

に
家
族
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
、
病
院
で
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
る
産
後
ケ
ア
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

出
生
数
は
こ
こ
数
年
横
這
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
・
就
労
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
環
境

は
様
々
で
、
要
望
も
多
様
化
し
て
お
り

課
題
も
多
い
中
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
実
情
を
把
握
し
、
各
種
の
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

子
育
て
支
援
業
務
を
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
の
中
に
含
め
、
多

様
化
す
る
子
育
て
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
さ
せ
、
子
育
て
講
座
や
子
育
て
に

関
す
る
保
護
者
の
相
談
窓
口
を
常
時
開

設
す
る
な
ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
と
し
て
利
用
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が
病
気

と
な
る
本
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
、

ア
ッ
プ
・
テ
ン10
・
ブ
ッ
ク
を
追
加
し
ま
す
。

ま
た
、
木
育
を
推
進
す
る
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
木
育
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
村
の
高
齢
化
率
は
42
％
を
超
え
、

医
療
費
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移

し
、
生
活
習
慣
病
保
有
率
も
高
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
の
改
善
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ュ
ー
運
動
、
健
康
講
座

や
健
康
づ
く
り
実
践
事
業
を
継
続
す
る

な
ど
予
防
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
健
康

な
体
を
兼
ね
備
え
た
長
寿
を
目
指
し
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
標

に
基
本
健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ
ク
、
各

種
が
ん
検
診
を
充
実
す
る
と
と
も
に
新

た
に
歯
科
検
診
の
助
成
を
行
い
、
さ
ら

に
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
無
料
化
を

継
続
し
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
生
児
を
対
象
と
し
た
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
、
日
本
脳
炎
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ

び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

定
期
予
防
接
種
の
実
施
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
、
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
乳
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
助

成
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
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チ
ン
お
よ
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の

助
成
を
継
続
し
ま
す
。
一
般
の
風
し
ん

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
抗
体
保
有
率

が
低
い
年
代
の
男
性
を
対
象
に
、
検
査

お
よ
び
予
防
接
種
を
継
続
し
全
額
助
成

し
ま
す
。

　

速
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
む
中
、
認

知
症
対
策
と
し
て
「
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
村
づ
く
り
宣
言
」
に
基
づ
き
、

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
初
期
段
階
か
ら
の
相
談
体
制
お

よ
び
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
徘
徊
中
の
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
対
応
す
る

保
険
へ
の
加
入
を
継
続
し
、
誰
も
が
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
等
に
よ
る
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
村

の
公
共
交
通
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
計

画
的
な
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
村
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
介
護
予
防
教

室
、
健
康
教
室
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

支
え
合
い
活
動
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
木
曽

広
域
連
合
が
運
営
す
る
木
曽
寮
の
移
転

改
築
事
業
は
、
設
計
業
務
お
よ
び
用
地

造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
く
わ
っ
こ

工
房
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の

社
会
参
加
の
促
進
と
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
ま
す
。
身
体

の
不
自
由
な
人
や
寝
た
き
り
と
な
っ
た

人
を
対
象
に
福
祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
補
助
を
行
い
、
通
院
・
通
所
な

ど
移
動
に
対
す
る
支
援
を
図
り
、
自
ら

交
通
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
、
通

院
、
通
所
、
買
い
物
な
ど
利
用
者
の
移

動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

花
と
緑
に
包
ま
れ
た

花
と
緑
に
包
ま
れ
た
 

美
し
く
安
全
な
村
づ
く
り

美
し
く
安
全
な
村
づ
く
り

　

こ
こ
数
年
来
の
地
球
規
模
の
異
常
気

象
は
、
依
然
と
し
て
衰
え
を
見
せ
ず
猛

威
を
振
り
続
け
て
お
り
、
毎
年
全
国
各

地
で
は
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
当
村
に
お
い
て
も
、
近
年
、
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
大
き
な
被
害

を
被
っ
て
い
ま
す
。
相
次
ぐ
自
然
災
害

の
防
災
・
減
災
対
策
が
重
要
視
さ
れ
る

中
、
利
水
ダ
ム
の
事
前
放
流
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
防
災
対
策
が
取
ら
れ
て
き
て

お
り
、
有
事
に
備
え
る
べ
く
国
・
県
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

国
の
直
轄
砂
防
事
業
は
、
猿
沢
砂
防

堰え
ん

堤
緊
急
対
策
、
下
洞
沢
砂
防
堰
堤
、

浦
川
第
２
砂
防
堰
堤
、
下
在
砂
防
堰
堤

工
群
（
深
沢
、
宮
の
沢
、
蛇
抜
沢
、
中
河

原
沢
）
、
伊
奈
川
第
１
砂
防
堰
堤
、
矢

垂
沢
砂
防
堰
堤
、
水
沢
砂
防
事
業
、
赤

ン
田
砂
防
事
業
、
太
田
第
１
砂
防
堰
堤

お
よ
び
樽
山
沢
砂
防
事
業
を
継
続
し
ま

す
。
県
の
事
業
と
し
て
は
大
沢
砂
防
堰

堤
工
事
を
進
め
、
村
で
は
国
が
施
工
す

る
蛇
抜
沢
砂
防
堰
堤
下
流
の
護
岸
整
備

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
殿
下
地
区
木

曽
川
右
岸
急
傾
斜
地
危
険
個
所
の
整
備

費
を
計
上
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
豪
雨
時

の
河
道
閉
塞
に
よ
る
水
害
を
防
ぐ
た
め
、

河
畔
林
整
備
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

地
域
景
観
整
備
で
は
、
木
曽
郡
内
の

町
村
が
取
り
組
む
木
曽
広
域
自
立
圏
形

成
連
携
協
約
に
基
づ
き
、
景
観
に
支
障

と
な
る
河
川
・
国
道
沿
線
の
雑
木
の
除

去
に
つ
い
て
継
続
す
る
と
と
も
に
、
三

色
桃
に
よ
る
景
観
整
備
も
継
続
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
す
る
地
域
の
景

観
整
備
事
業
な
ど
、
活
力
あ
る
美
し
い

村
づ
く
り
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
に

つ
い
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
村
内
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
さ
ら
な
る
推
進
と
、
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
資
源
回
収
事
業
奨
励
金

と
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
を
継
続

し
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で

は
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
の
継
続
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
保
守
点
検
へ
の
助

成
金
お
よ
び
設
置
整
備
に
対
す
る
補
助

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
良
猫
等
の
繁
殖
を
抑
制
す

る
た
め
、
新
た
に
不
妊
去
勢
手
術
補
助

金
を
設
け
ま
す
。

快
適
で
住
み
や
す
い

快
適
で
住
み
や
す
い

 

村
づ
く
り

村
づ
く
り

　

村
道
長
野
殿
線
の
大
桑
橋
橋
梁
整
備
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事
業
は
、
県
施
工
に
よ
る
両
岸
の
取
り

付
け
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
令
和
３
年

11
月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
道
か
ら
新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
に
接
続
す
る
村
道
大
島
中
央
線

改
良
事
業
と
中
学
校
東
線
改
良
事
業
を

継
続
し
ま
す
。
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
小
川
新
橋
、
森
橋
、
浦
川

二
号
線
第
１
号
橋
、
伊
奈
川
三
号
線
水

圧
鉄
管
横
断
橋
の
橋
梁
修
繕
工
事
と
庭

の
畑
橋
修
繕
工
事
に
伴
う
詳
細
設
計
を

実
施
し
ま
す
。

　

木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
か
ら
和
村
橋
間

の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
殿
と

弓
矢
地
区
の
木
曽
川
右
岸
道
路
か
ら
国

道
19
号
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を

進
め
、
読
書
ダ
ム
か
ら
南
木
曽
町
戸
場

ま
で
の
用
地
補
償
と
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
国
道
19
号
で
は
、
伊
奈
川
橋
交
差

点
改
良
事
業
に
着
手
し
、
野
尻
地
区
交

差
点
改
良
事
業
は
継
続
し
ま
す
。

　

村
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
購
入
し
た
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
を
活
用
し
て
、
木
曽
病
院
線
お
よ

び
坂
下
診
療
所
線
の
運
行
便
数
を
増
便

す
る
と
と
も
に
、
村
内
循
環
線
の
ダ
イ

ヤ
を
充
実
し
村
内
の
移
動
や
通
院
な
ど

交
通
手
段
の
確
保
と
利
用
者
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
若
者
の
村

内
定
着
と
移
住
・
定
住
化
を
図
る
た
め
、

空
き
家
や
村
有
地
の
調
査
お
よ
び
宅
地

造
成
可
能
地
の
情
報
収
集
を
継
続
し
て

進
め
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
新
築
・
増

改
築
お
よ
び
空
き
家
対
策
に
伴
う
補
助

を
拡
充
し
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
都
市
部
か
ら
村
内

へ
移
住
す
る
人
に
対
し
移
住
支
援
金
を

交
付
す
る
移
住
支
援
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

 

村
づ
く
り

村
づ
く
り

　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
農
地

の
総
合
管
理
を
図
る
た
め
、
中
山
間
地

域
の
特
色
あ
る
生
産
活
動
を
振
興
し
、

農
産
物
加
工
販
売
組
合
等
の
地
産
地
消

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

森
林
造
成
事
業
は
国
・
県
の
制
度
を

十
分
活
用
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
景

観
整
備
事
業
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
村
道
橋
場
伊
奈
川
線
沿
線
お

よ
び
大
島
地
区
の
森
林
整
備
を
継
続
し

ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
業
務
は
、
木
曽

広
域
連
合
と
連
携
し
、
地
区
説
明
会
の

開
催
や
意
向
調
査
の
実
施
、
事
業
で
活

用
す
る
資
料
作
り
を
行
い
、
森
林
整
備

に
向
け
て
順
次
作
業
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
中
山
地
区
の
里
山
の
活
用
と
整

備
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
調
査
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

林
道
で
は
、
野
尻
与
川
線
二
反
田
川

１
号
橋
の
改
修
に
着
手
し
、
老
朽
化
し

た
橋
梁
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

被
害
が
減
少
し
な
い
有
害
鳥
獣
被
害

に
対
応
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
と
の
連
携
を
継
続
し
、

狩
猟
免
許
取
得
者
へ
の
補
助
な
ど
鳥
獣

被
害
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
有
害
鳥
獣
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
引
き
続
き
狩
猟
期
間
を
除
き
年
間

を
通
じ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
捕

獲
・
駆
除
に
努
め
ま
す
。
松
く
い
虫
被

害
と
と
も
に
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
の
補
助
を
活
用

し
な
が
ら
、
住
民
生
活
に
影
響
が
予
想

さ
れ
る
箇
所
を
優
先
し
て
防
除
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

阿
寺
渓
谷
の
自
然
環
境
を
保
全
し
後

世
に
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
、
夏
季
の
車
両
交
通
規
制
に
つ

い
て
は
、
入
込
み
客
の
状
況
と
交
通
渋

滞
や
マ
ナ
ー
な
ど
実
施
状
況
の
評
価
・

検
証
に
基
づ
き
、
最
盛
期
に
お
け
る
混

雑
に
対
応
す
る
た
め
の
交
通
整
理
員
の

配
置
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
対
応
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
検
討
し
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
・
あ
て
ら

荘
は
設
備
な
ど
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
指
定
管
理
者
と
連
携
を
進

め
つ
つ
施
設
を
有
効
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
水
準
ま
で
利
用
者
が
復
調
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
は
、
村
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
引
き
続
き
管
理
運
営
し

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
初
代
の
隊
員
が
活

動
を
開
始
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

３
名
の
継
続
に
加
え
、
の
ぞ
き
ど
森
林

公
園
の
管
理
運
営
と
観
光
開
発
、
農
業

の
担
い
手
対
策
の
２
業
務
に
携
わ
る
隊

員
を
新
た
に
募
集
し
、
地
域
に
密
着
し

た
協
力
活
動
の
拡
大
に
期
待
す
る
も
の

で
す
。

人
と
文
化
が
輝
き

人
と
文
化
が
輝
き

 

歴
史
が
息
づ
く
村
づ
く
り

歴
史
が
息
づ
く
村
づ
く
り

　

小
・
中
学
校
で
は
、
少
人
数
の
学
年

が
続
く
と
と
も
に
、
様
々
な
事
情
を

持
っ
た
支
援
の
必
要
な
児
童
、
生
徒
が

在
籍
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
ほ
っ
と
サ

ポ
ー
タ
ー
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

配
置
し
対
応
を
充
実
し
ま
す
。
人
数
の

減
少
に
よ
り
す
べ
て
の
学
年
で
一
学
級

体
制
と
な
り
ま
す
が
、
村
費
職
員
を
中

学
校
へ
３
名
配
置
す
る
と
と
も
に
、
外
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国
語
教
育
を
充
実
す
る
た
め
、
令
和
２

年
度
に
来
日
で
き
な
か
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
か
ら
招
き
１
名
増

員
し
ま
す
。
学
校
給
食
の
主
食
分
に
つ

い
て
は
全
額
補
助
を
継
続
し
ま
す
。
ま

た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
長
期
の
休

み
を
含
め
通
年
で
継
続
し
、
放
課
後
の

子
ど
も
の
安
全
な
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
村
道
大
島
中
央

線
改
良
事
業
に
伴
い
、
大
島
道
脇
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
に
愛
着
を
持
ち
自
分
ら
し
く
、
い

き
い
き
過
ご
せ
る
村
を
目
指
し
、
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
講
座
関
係
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
関
係
で
は
分
館
運
営
お
よ
び

営
繕
交
付
金
を
計
上
し
、
地
域
の
個
性

を
活
か
し
た
活
動
の
推
進
と
世
代
間
交

流
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
分
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
順
次
進
め
ま
す
。

　

体
育
施
設
関
係
で
は
、
木
曽
川
右
岸

道
路
の
拡
幅
に
伴
い
支
障
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
石
碑
の
移
設
な
ど
の
ほ

か
、
周
辺
の
整
備
を
継
続
し
、
利
便
性

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
公
園
管
理

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

庁
舎
完
成
後
に
開
館
を
予
定
し
て
い

る
新
た
な
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
専
門

職
員
の
採
用
と
図
書
お
よ
び
蔵
書
シ
ス

テ
ム
の
購
入
を
計
上
し
、
開
館
に
向
け

た
準
備
に
着
手
し
ま
す
。

連
携
と
協
働
で
築
く

連
携
と
協
働
で
築
く

 

自
立
の
村
づ
く
り

自
立
の
村
づ
く
り

　

第
５
次
大
桑
村
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
村
が
目
指
す
将
来
像

の
実
現
に
向
け
た
村
づ
く
り
の
た
め
の

施
策
を
更
に
進
め
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
建
設
は
継
続
事
業
の
２
年

目
で
あ
り
、
年
度
末
の
し
ゅ
ん
工
を
目

指
し
て
確
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
庁
舎
の
移
転
に
伴
う
各
種

設
備
の
移
設
に
関
し
て
は
建
設
事
業
者

と
も
確
実
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
、

村
民
生
活
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

村
内
外
の
皆
さ
ん
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

継
続
し
、
税
金
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
た

母
子
手
帳
の
導
入
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
個
別
計

画
の
策
定
や
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業

会
計
へ
の
移
行
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

各
種
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
相
手
方
の
意
向
を
確
認

し
つ
つ
実
施
し
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
と
の

国
際
交
流
事
業
で
は
、
２
年
度
に
実
施

で
き
な
か
っ
た
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
か

ら
大
桑
村
へ
高
校
生
・
大
学
生
３
人
と

随
行
者
２
人
の
受
入
れ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
交
流
を
と
お
し
て
今
後
の
村
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
北
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と
す

る
木
曽
川
上
下
流
、
都
市
と
農
山
村
と

の
交
流
な
ど
様
々
な
交
流
の
形
態
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
更
な
る
交
流
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
総
額
８
億
３
１
０
０
万

８
千
円
で
、
前
年
度
比
４
・
９
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
統
合
簡
易
水
道

事
業
の
継
続
お
よ
び
中
学
校
東
線
と
大

桑
橋
関
係
、
東
部
地
区
の
配
水
管
布
設

替
工
事
に
係
る
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
お
よ
び
公

共
下
水
道
事
業
会
計
は
、
通
常
の
施
設

維
持
管
理
経
費
と
施
設
機
能
診
断
経
費

お
よ
び
村
道
改
良
に
伴
う
下
水
道
管
の

移
設
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
会
計
は
通
常
の
給
付
関

係
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
令
和
３
年
度
予
算
の
概
要
で

す
。

　

今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
政
冶
・
経
済

と
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
取
り
組
み
を
最
優
先
に
し
つ
つ
、
村

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
全
力
で
着
実

な
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表
明

と
い
た
し
ま
す
。
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子育て世代
包括支援センター

子育てを応援します !!

妊娠から出産、子育てに関する悩みなど、
どんなことでもご相談ください！

　村では、令和３年４月から子育て世代の総
合相談窓口として、大桑村子育て世代包括支
援センターを設置します。子育てに関わる一
人ひとりが笑顔で過ごせるように、妊娠、出
産から子育て期（０歳から概ね18歳）まで、
スタッフが連携しながら寄り添ってサポート
していきます。

　「どこへ相談すればいいの？」「誰かに話を
聞いてほしい」ということも、一人で悩まず、
まずは子育て世代包括支援センターへご相談
ください。保健師や栄養士、保育士などが相
談に応じ、相談者一人ひとりに合わせたサー
ビスや情報提供を行います。妊娠中の人、保
護者はもちろん、祖父母など子育てに関わる
人ならどなたでも気軽にご利用ください。

このような悩みはありませんか？
◦妊娠への不安

◦ 妊娠中や子育て中に受けられる支援や各種事業・サービスなどの
相談、情報提供

◦妊娠中や産後の体調などの相談

◦子どもの体や心の発育、発達など子育てについての相談

◦授乳や離乳食など栄養、歯科の相談

◦子どもの健康に関する相談

大桑村子育て世代包括支援センター村子育て世代包括支援センター

お問い
合わせ先

保健師、栄養士、保育士など

福祉健康課　保健係（保健センター内）　
℡＊＊５５- ４００３　　E-mail:cent@vill.ookuwa.nagano.jp
※ 子育て支援センター「まめっこ」、大桑保育園も相談先として連携し
ていますので、お気軽にご相談ください。
 ・子育て支援センター　℡＊＊５５－１２１５
 ・大 桑 保 育 園　℡＊＊５５－３０１７

スタッフ
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春の狂犬病予防注射狂犬病予防注射と登録登録
　春の狂犬病予防注射と登録手続きを実施
しますので最寄りの場所で受けてください。

登録済みの犬については、事前に案内ハガキを送付し
ますので、必ず持参してください。

　飼い犬が死亡したとき、飼い主の転出等により飼
い犬も転居するときなどは、異動の届出を必ず行っ
てください。

登録及び注射　　6,600円　①＋②＋③
注射のみ　　　　3,600円　①＋②
《内 訳》
　①予防注射料金 　　　　　3,050円
　②注射済票交付手数料　　　 550円
　③登録手数料（新規犬）　 3,000円
　④訪問注射料　　　 １世帯2,000円加算
　※ 訪問注射は５月20日㈭14時45分から行い
ます。希望する人は、５月13日㈭までに
ご連絡ください。当日は、犬を扱える人
が必ず在宅してください。

料 金料 金

▲

問い合わせ先 住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

４月 22日㈭
時　　間 場　　所

 9：30 ～ 9 ：40 伊奈川分館
 9：50 ～ 10：00 下条バス停
10：10～ 10：20 上郷リサイクルステーション
10：30～ 10：40 和村（高田宅）下
10：50～ 11：00 須原地区館
11：10～ 11：20 橋場分館
11：25～ 11：35 大島分館
11：45～ 11：55 殿分館
13：00～ 13：20 役　場
13：30～ 13：40 野尻向分館
13：45～ 13：55 サンシャインあてら下駐車場
14：05～ 14：15 下在郷分館
14：25～ 14：40 野尻駅

５月 20日㈭
時　　間 場　　所

13：30～ 13：40 須原地区館
13：50～ 14：05 役　場
14：15～ 14：30 野尻駅

　

村
議
会
３
月
定
例
会
で
あ
て
ら
荘
な
ど
６
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

あ
て
ら
荘
を
含
む
木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
指
定
管
理
者
は
㈱
塚
原
緑
地
研

究
所
か
ら
㈱
京
都
屋
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
施
設
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
指
定
期
間
は
、
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
令
和
３
年
４
月
か
ら
３
年
間

で
、
そ
の
他
の
施
設
は
５
年
間
で
す
。

　

令
和
２
年
の
税
制
改
正
で
、
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
固
定
資
産
の
使
用

者
を
所
有
者
と
み
な
し
、
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
行
の
制
度
で
は
災
害
以
外
の
理
由
で
所
有
者
を
特
定
で
き
な
い
固
定
資

産
は
、
使
用
者
が
い
て
も
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
課
税
の
公
平
性
に
欠

け
る
状
態
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
調
査
（
※
）
を
尽
く
し
て
も
固
定
資
産
の
所
有
者
が
明

ら
か
と
な
ら
な
い
場
合
は
災
害
以
外
の
理
由
で
あ
っ
て
も
、
使
用
者
を
所
有

者
と
み
な
し
て
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
事
前
に
使
用
者

へ
通
知
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
令
和
３
年
度
分
以
後
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
「
調
査
」
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
簿
等
の
公
簿
上
の
調
査
、
使
用

者
と
思
わ
れ
る
人
や
関
係
者
へ
の
質
問
等
を
い
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
課
税
務
係　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

指
定
管
理
者

指
定
管
理
者 

決
ま
る

決
ま
る

固
定
資
産
の
み
な
し
課
税

固
定
資
産
の
み
な
し
課
税
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　竹腰 保健師　竹腰 梨花梨花

　

骨
は
、
体
や
日
常
の

活
動
を
支
え
る
大
切
な

器
官
で
す
。
骨
が
脆も

ろ

く

な
る
と
、
わ
ず
か
な
衝

撃
で
も
骨
折
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
骨
を
強
く
す
る
た
め
の
生
活

習
慣
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

骨
の
役
割
と
構
造

　

骨
に
は
体
を
支
え
る
役
割
が
あ
り
、

立
つ
・
歩
く
・
走
る
等
の
動
作
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
丈
夫
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
達
の
体
は
、
約
２
０
６
本
も

の
骨
が
あ
り
ま
す
が
、
合
計
の
重
さ
は

全
体
重
の
20
％
程
度
で
す
。
骨
の
断
面

図
を
見
る
と
、
圧
が
か
か
り
や
す
い
骨

の
表
面
は
密
度
が
高
く
、
固
い
組
織
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
部
は
網
目
状

す
る
と
、
骨
を
壊
す
細
胞
の
働
き
が
骨

を
作
る
細
胞
の
働
き
を
上
回
り
骨
密
度

が
低
下
し
ま
す
。
こ
の
他
に
は
、
加
齢

に
よ
る
食
事
量
の
減
少
や
腸
か
ら
の
栄

養
素
の
吸
収
低
下
、
運
動
不
足
に
よ
っ

て
も
骨
密
度
の
低
下
が
お
こ
り
ま
す
。

骨
密
度
が
低
下
し
、
骨
が
脆
く
な
る
と
、

少
し
の
衝
撃
で
も
骨
折
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
状
態
を
骨
粗
し
ょ
う
症
と

言
い
ま
す
。

丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
生
活
習
慣

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
高
齢
者
は
、
骨
折

に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
低
下
し
た
骨
密
度
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
生
活
習
慣
に

気
を
つ
け
る
こ
と
で
骨
密
度
の
低
下
を

緩
や
か
に
で
き
ま
す
。
自
身
の
足
で
歩

き
続
け
る
た
め
に
も
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

食　

事

　

丈
夫
な
骨
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
３

つ
の
栄
養
素
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
と
Ｋ
で
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を

食
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
意
識
す
る

と
共
に
、
様
々
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
と
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
栄
養
素
は
次
の
食
材
に
多
く
含

ま
れ
ま
す
。

❶
カ
ル
シ
ウ
ム
（
骨
の
材
料
に
な
る
）

　

…
乳
製
品
・
大
豆
製
品
等

❷
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
内

に
効
率
的
に
吸
収
さ
せ
る
）

　

…
魚
・
き
の
こ
類
等

❸
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
（
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム

が
吸
収
さ
れ
る
の
を
助
け
る
）

　

…
緑
黄
色
野
菜
、
納
豆
、
わ
か
め
等

※
服
薬
し
て
い
る
人
は
主
治
医
の
指
示

に
従
い
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。

運
動
・
日
光
浴

　

骨
は
運
動
に
よ
る
適
度
な
衝
撃
を
受

け
る
こ
と
で
強
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

骨
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
は
、
日
光
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
り
体

内
で
合
成
さ
れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
日
光
を
浴
び
な
が
ら
骨
に
適
度
な
負

荷
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
骨
粗
し
ょ

う
症
対
策
に
適
し
た
運
動
と
言
え
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
等
の
治
療
中
の
人
は
、

運
動
を
す
る
前
に
主
治
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

年
に
１
度
は
骨
密
度
検
査
を

　

８
月
に
行
う
村
の
健
診
で
は
骨
密
度

検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
50
歳
前
後
の

人
、
特
に
閉
経
後
の
女
性
は
年
に
１
度

骨
密
度
検
査
を
受
け
、
骨
の
状
態
を
知

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、

来
年
度
か
ら
骨
密
度
検
査
を
受
け
る
に

は
事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

骨
太
生
活

骨
太
生
活

に
な
っ
て
お
り
、
骨
の
中
心
部
に
近
づ

く
ほ
ど
網
目
の
大
き
さ
が
増
し
、
中
心

部
分
は
空
洞
に
な
り
ま
す
。
網
目
状
の

構
造
に
は
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
受
け

た
衝
撃
を
吸
収
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
網
目
に
よ
り
隙
間
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
、
骨
は
軽
く
な
り
ま
す
。
性
質

の
異
な
る
組
織
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
、
骨
は
丈
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
軽
さ

と
し
な
や
か
さ
を
持
ち
ま
す
。

骨
は
生
ま
れ
変
わ
る

　

骨
の
成
長
は
成
人
ま
で
に
終
わ
り
ま

す
が
、
成
長
が
終
わ
っ
た
後
も
髪
や
皮

膚
と
同
様
に
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
ま

す
。
骨
に
は
古
く
な
っ
た
骨
を
壊
す
細

胞
と
、
新
し
い
骨
を
作
る
細
胞
が
あ
り
、

２
つ
の
異
な
る
働
き
を
持
つ
細
胞
に

よ
っ
て
、
古
い
骨
を
新
し
い
骨
に
入
れ

替
え
骨
の
強
度
を
一
定
に
保
っ
て
い
ま

す
。

骨
が
衰
え
る
原
因

　

骨
の
丈
夫
さ
は
骨
密
度
と
呼
ば
れ
る

指
標
で
示
さ
れ
、
骨
密
度
が
高
い
ほ
ど

骨
は
丈
夫
と
言
え
ま
す
。
一
般
的
に
骨

密
度
は
20
代
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
し
ば

ら
く
は
横
ば
い
が
続
き
ま
す
。
女
性
の

場
合
、
閉
経
に
よ
り
骨
密
度
が
大
き
く

変
化
し
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
骨
を
壊
す
細
胞

の
働
き
を
抑
え
る
役
割
が
あ
り
、
閉
経

に
よ
り
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
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問

申  
住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
不
法
投
棄
監
視
連
絡

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　

若
干
名
（
報
酬
あ
り
）

応
募
資
格

　

普
通
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
次
の
事
項
に
該
当
し

な
い
人

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被

保
佐
人
ま
た
は
破
産
の
宣
告

を
受
け
た
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
人

活
動
場
所

　

大
桑
村
内

活
動
日
時

　

土
日
祝
日
の
午
前
ま
た
は

午
後
４
時
間
程
度

業
務
内
容

　

村
内
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
を
月
２
回

問  

長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

℡
０
２
６
‐
２
２
５
‐
５
２
２
８

　

不
動
産
評
価
等
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。

日
時
・
会
場

　

開
催
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場

も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
で

す
。

○
４
月
２
日
㈮

・
伊
那
市
役
所
３
階

○
４
月
６
日
㈫

・
松
本
市
役
所
本
庁
舎
４
階

・
飯
田
市
役
所
３
階

相
談
内
容

　

売
買
、
交
換
、
相
続
等
に
係

る
不
動
産
評
価
に
つ
い
て

そ
の
他

・
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
別
日
程
、
別
会
場
（
県
内
各

地
）
で
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
上
松
技
術
専
門
校

℡
52
‐
３
３
３
０

申   

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
曽
福
島

℡
22
‐
２
２
３
３

　

上
松
技
術
専
門
校
で
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
る

求
職
者
を
対
象
と
し
た
公
共
職

業
訓
練
「
就
職
パ
ソ
コ
ン
基
礎

科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
実
務
に
役
立
つ
パ
ソ
コ

ン
の
知
識
・
技
能
を
基
礎
か
ら

習
得
し
、
就
職
を
目
指
す
講
座

で
す
。
現
在
の
ス
キ
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。

訓
練
期
間

　

５
月
７
日
㈮
〜
８
月
６
日
㈮

訓
練
会
場

　

上
松
町
公
民
館

受
講
料

　

無　

料

※
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担

募
集
期
限

　

４
月
13
日
㈫

入
校
選
考

　

４
月
20
日
㈫

問   

海
上
保
安
庁　

第
九
管
区

海
上
保
安
本
部　

総
務
部

℡
０
１
２
０
‐
４
４
４
‐
５
７
６

　

海
上
保
安
学
校
学
生
お
よ
び

海
上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
受
験
資
格
を

拡
大
し
ま
し
た
。

★
海
上
保
安
学
校
学
生

（
高
卒
程
度
）

受
験
資
格

　

高
卒
後
13
年
未
満
の
人

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
日
程

　

○
１
次
試
験

　
　

５
月
16
日
㈰

　

○
２
次
試
験

　
　

６
月
９
日
㈬
〜

６
月
30
日
㈬
の
う
ち
１
日

受
験
申
込
期
間

　

３
月
26
日
㈮
〜
４
月
２
日
㈮

★
海
上
保
安
官
（
大
卒
程
度
）

受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
大
卒
の
人
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人

試
験
日
程

○
１
次
試
験　

６
月
６
日
㈰

　

○
２
次
試
験

　
　

７
月
13
日
㈫
〜

　
　

７
月
20
日
㈫
の
う
ち
１
日

受
験
申
込
期
間

　

３
月
26
日
㈮
〜
４
月
７
日
㈬

問   

長
野
県
総
務
部
税
務
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０
４
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
県
税
の

納
税
等
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ス
マ
ホ
納
税
は
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
「PayPay

」「LIN
E Pay

」

で
支
払
い
が
可
能
で
す
。
自

宅
で
税
金
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
、
ペ
イ
ジ
ー
（Pay-

easy

）
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
の
請
求
等
は
、

可
能
な
限
り
郵
送
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
法
人
関
係

の
申
告
・
納
付
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄

監
視
連
絡
員
募
集

不
動
産
鑑
定

無
料
相
談
会

訓
練
生
募
集

海
上
保
安
官　

募
集

県
税
は
ス
マ
ホ
で

情報掲示板情報掲示板
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まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

の行事予定
1 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

2 金
3 土
4 日
5 月 保育園入園式　９：30～

6 火
小学校入学式　10：00～
中学校入学式　13：15～
健康教室（野尻地区館）

7 水
8 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

9 金
10土
11日
12月
13火 健康教室（野尻地区館）

14水 ＧＳの日　10：00～（伊奈川分館）

15木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

16金
17土
18日
19月

20火
もの忘れ相談　  9  ：00～（須原地区館）
なんでも相談　12：00～（須原地区館）
健康教室（野尻地区館）

21水

22木 春の狂犬病予防注射
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

23金
24土 のぞきど森林公園春期開園

25日 参議院長野県選出議員補欠選挙

26月
27火 健康教室（野尻地区館）

28水
29木
30金

44月

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 7、14、21、28
英 会 話 ② 19：30 7、14、21、28
手 話 ① 19：00 1
日 本 語 教 室 ⑦ 10：00 24
押 し 花 教 室 ② 10：00 21
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 14、28
レザークラフト ① 9：00 6、20
陶 芸 教 室 ④ 10：00 23、24
コール・マルベリー ② 19：30 1、8、15、22、29
ヒ ノ キ 三 味 線 ① 19：00 休み
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 6、13、20、27
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 12：30 13、27
リフレッシュヨーガ ① 19：00 14、21、28
ヨ ガ ② 14：00 10、24
あゆみ整体教室 ① 19：00 12、26
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 5、12、19
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 8、13、20
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 3、17
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 10、24
池坊いけばな教室 ③ 13：00 13、27
笑 い ヨ ガ ② 13：30 22

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

4月
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

４月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
4日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
11 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
18 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
25 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
29 日㈭ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001

村の人口
1,544 世帯

（前月比－５世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ １ １
死　　　亡 ３ ３ ６
転　　　入 ２ ０ ２
転　　　出 ４ ３ ７
総　人　口
（前月比）

1,729
（－５）

1,827
（－５） 

3,556
（－ 10） 

（３月１日現在・住民基本台帳登録人数）

表
紙
に
よ

て
せ

　
大
桑
保
育
園
の
ひ
な
ま
つ
り
会
で
＂か
ら
す
み
＂
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
園
児
が
家
か
ら
持
ち
寄
っ
た
シ
ソ
や
ヨ
モ
ギ
を

混
ぜ
て
白
、
赤
、
緑
の
か
ら
す
み
を
作
り
ま
し
た
。

　
上
新
粉
を
こ
ね
る
作
業
で
は
、
良
い
匂
い
が
漂
う
と
「
お
い

し
そ
う
」
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
か
ら
す
み
が
馴

染
み
の
あ
る
形
に
整
え
ら
れ
る
工
程
を
興
味
深
そ
う
に
見
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
ら
す
み
は
園
内
に
飾
ら
れ
て
い
る
雛ひ
な

人
形

に
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

２月２日　保育園節分

2月 16日　まめっこベビ
ーマッサージ

２月 26日　中学校竹イルミネーション点灯式

2月 10日　ゴールデンシューの日ミニ交流会

2月のできごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長

野
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木
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大

桑
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野

2778
　

　
　

　
　

　
　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
　

　
　

　
H  P  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/

　
　

　
　

　
　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
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木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社
広
報
お
お
く
わ
N
o.557

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
３
月
11日

発
行


